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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ゴム成分、ＤＢＰ吸油量１１０～１５０ｍｌ／１００ｇのカーボンブラック、及び脂肪族
カルボン酸の亜鉛塩と芳香族カルボン酸の亜鉛塩との混合物を含有するインスレーション
用ゴム組成物。
【請求項２】
脂肪族カルボン酸の亜鉛塩と芳香族カルボン酸の亜鉛塩との混合物の含有量は、ゴム成分
１００質量部に対して、１～１０質量部である請求項１記載のインスレーション用ゴム組
成物。
【請求項３】
天然ゴム及びスチレンブタジエンゴムを含有する請求項１又は２記載のインスレーション
用ゴム組成物。
【請求項４】
請求項１～３のいずれかに記載のゴム組成物を用いて作製したインスレーションを有する
タイヤ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、インスレーション用ゴム組成物及びタイヤに関する。
【背景技術】
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【０００２】
自動車用タイヤにおいて、インナーライナーとカーカスとの間にインスレーション（イン
ナーインス）と呼ばれる部材が配されている。インスレーションでは、ゴム成分として天
然ゴム等が使用されているが、天然ゴムを使用し、硫黄加硫を行うと、ゴムが劣化したり
、架橋状態が悪くなる加硫戻り（リバージョン）と呼ばれる現象が生じる。
【０００３】
一方、近年、タイヤの生産性を高めるため、高温短時間の加硫を行ってタイヤが生産され
ることが多くなっているが、このような場合、特に上記現象が顕著となる。更には、加硫
戻りによりモジュラスや硬度が低下したり、不必要にｔａｎδが増加し、燃費が悪化する
こともある。
【０００４】
特許文献１には、脂肪族カルボン酸と芳香族カルボン酸亜鉛塩との混合物、特定比表面積
のシリカ及びシランカップリング剤を所定量含有し、加硫戻りを抑制しつつ、転がり抵抗
、加工性、耐摩耗性、ウェットスキッド性能を向上するゴム組成物が開示されている。ま
た、特許文献２には、所定の特性値を持つカーボンブラック及び硫黄を含み、低発熱性、
耐ゴム欠け性及び耐摩耗性をバランスよく向上するゴム組成物が提案されている。
【０００５】
しかしながら、加硫戻りを抑制し、転がり抵抗及び破壊強度をバランスよく改善するとい
う点については、未だ改善の余地がある。また、インスレーションに適用することについ
ては詳細な検討はなされていない。
【０００６】
【特許文献１】特開２００７－３２１０４１号公報
【特許文献２】特開２００７－１３１７３０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
本発明は、前記課題を解決し、加硫戻りを抑制し、転がり抵抗の低減及び破壊強度の向上
を両立できるインスレーション用ゴム組成物、及びそれにより作製したインスレーション
を有するタイヤを提供することを目的とする。更には、該ゴム組成物及びタイヤをより高
い生産効率で生産して、より安価に消費者に提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
本発明は、ゴム成分、及び脂肪族カルボン酸の亜鉛塩と芳香族カルボン酸の亜鉛塩との混
合物を含有するインスレーション用ゴム組成物に関する。
【０００９】
上記脂肪族カルボン酸の亜鉛塩と芳香族カルボン酸の亜鉛塩との混合物の含有量は、上記
ゴム成分１００質量部に対して、１～１０質量部であることが好ましい。
【００１０】
本発明はまた、上記ゴム組成物を用いて作製したインスレーションを有するタイヤに関す
る。
【発明の効果】
【００１１】
本発明によれば、ゴム成分に、脂肪族カルボン酸の亜鉛塩と芳香族カルボン酸の亜鉛塩と
の混合物を配合したインスレーション用ゴム組成物であるので、加硫戻りを抑制でき、転
がり抵抗の低減（低燃費性）及び破壊強度を両立できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
本発明のインスレーション用ゴム組成物は、ゴム成分、及び脂肪族カルボン酸の亜鉛塩と
芳香族カルボン酸の亜鉛塩との混合物を含む。当該混合物を使用することにより、リバー
ジョン（加硫戻り）が抑制されるため、ゴムの劣化や架橋状態の悪化が抑えられ、ゴムの
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破壊強度を改善できる。また、当該混合物を使用すると、優れた破壊強度を維持しつつ、
タイヤにおいて良好な低燃費性を得ることもできる。更に、未加硫ゴム組成物において良
好な加工性を得ることも可能である。また、リバージョンを抑制できることから、高温短
時間での加硫が可能であり、生産性の向上にも繋がる。
【００１３】
本発明のゴム組成物に用いられるゴム成分としては特に限定されず、例えば、天然ゴム（
ＮＲ）、ブタジエンゴム（ＢＲ）、スチレンブタジエンゴム（ＳＢＲ）、イソプレンゴム
（ＩＲ）、ブチルゴム（ＩＩＲ）、クロロプレンゴム（ＣＲ）、エチレン－プロピレン－
ジエンゴム（ＥＰＤＭ）、アクリロニトリル－ブタジエンゴム（ＮＢＲ）などが挙げられ
る。これらは、単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。なかでも、加工性と機
械的強度の点から、ＮＲ、ＳＢＲが好ましく、両成分を併用することがより好ましい。
【００１４】
本発明のゴム組成物において、使用できるＮＲとしては特に限定されず、例えば、ＳＩＲ
２０、ＲＳＳ♯３、ＴＳＲ２０等、タイヤ工業において一般的なものを使用できる。
【００１５】
ゴム組成物がＮＲを含有する場合、ゴム成分１００質量％中のＮＲの含有量は、好ましく
は３０質量％以上、より好ましくは４０質量％以上、更に好ましくは５０質量％以上であ
る。３０質量％未満であると、破壊強度を確保するのが難しくなる傾向がある。ＮＲの含
有量は、好ましくは９０質量％以下、より好ましくは８０質量％以下、更に好ましくは７
０質量％以下である。９０質量％を超えると、加工性が悪化する傾向がある。
【００１６】
本発明のゴム組成物において、使用できるＳＢＲとしては、乳化重合スチレンブタジエン
ゴム（Ｅ－ＳＢＲ）、溶液重合スチレンブタジエンゴム（Ｓ－ＳＢＲ）が挙げられる。
【００１７】
ＳＢＲのスチレン含有量は、好ましくは１５質量％以上、より好ましくは２０質量％以上
である。１５質量％未満であると、低燃費性能のバランスが悪化する傾向がある。また、
上記スチレン含有量は、好ましくは４５質量％以下、より好ましくは４０質量％以下であ
る。４５質量％を超えると、破壊強度が低下する傾向がある。
【００１８】
ゴム組成物がＳＢＲを含有する場合、ゴム成分１００質量％中のＳＢＲの含有量は、好ま
しくは１０質量％以上、より好ましくは２０質量％以上、更に好ましくは３０質量％以上
である。１０質量％未満であると、加工性が悪化する傾向がある。ＳＢＲの含有量は、好
ましくは７０質量％以下、より好ましくは６０質量％以下、更に好ましくは５０質量％以
下である。７０質量％を超えると、破壊強度を確保するのが難しくなる傾向がある。
【００１９】
インスレーション用ゴム組成物において、ＮＲ及び／又はＳＢＲを使用する場合、ＮＲ及
びＳＢＲの合計含有量は、ゴム成分１００質量％中に、７０質量％以上であることが好ま
しい。７０質量％以上とすることにより、優れた破壊強度が得られ、耐加硫戻り性の効果
も大きくなる。これらのゴム成分の含有量は、８０質量％以上がより好ましく、９０質量
％以上が更に好ましく、１００質量％が最も好ましい。
【００２０】
脂肪族カルボン酸の亜鉛塩における脂肪族カルボン酸としては、やし油、パーム核油、ツ
バキ油、オリーブ油、アーモンド油、カノーラ油、落花生油、米糖油、カカオ脂、パーム
油、大豆油、綿実油、胡麻油、亜麻仁油、ひまし油、菜種油などの植物油由来の脂肪族カ
ルボン酸、牛脂などの動物油由来の脂肪族カルボン酸、石油等から化学合成された脂肪族
カルボン酸などが挙げられるが、環境に配慮することも、将来の石油の供給量の減少に備
えることもでき、更に、加硫戻りを充分に抑制できることから、植物油由来の脂肪族カル
ボン酸が好ましく、やし油、パーム核油又はパーム油由来の脂肪族カルボン酸がより好ま
しい。
【００２１】
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脂肪族カルボン酸の炭素数は４以上が好ましく、６以上がより好ましい。脂肪族カルボン
酸の炭素数が４未満では、分散性が悪化する傾向がある。脂肪族カルボン酸の炭素数は１
６以下が好ましく、１４以下がより好ましく、１２以下が更に好ましい。脂肪族カルボン
酸の炭素数が１６を超えると、加硫戻りを充分に抑制できない傾向がある。
【００２２】
なお、脂肪族カルボン酸中の脂肪族としては、アルキル基などの鎖状構造でも、シクロア
ルキル基などの環状構造でもよい。
【００２３】
芳香族カルボン酸の亜鉛塩における芳香族カルボン酸としては、例えば、安息香酸、フタ
ル酸、メリト酸、ヘミメリト酸、トリメリト酸、ジフェン酸、トルイル酸、ナフトエ酸な
どが挙げられる。なかでも、加硫戻りを充分に抑制できることから、安息香酸、フタル酸
又はナフトエ酸が好ましい。
【００２４】
混合物中の脂肪族カルボン酸の亜鉛塩と芳香族カルボン酸の亜鉛塩との含有比率（モル比
率、脂肪族カルボン酸の亜鉛塩／芳香族カルボン酸の亜鉛塩、以下、含有比率とする）は
１／２０以上が好ましく、１／１５以上がより好ましく、１／１０以上が更に好ましい。
含有比率が１／２０未満では、環境に配慮することも、将来の石油の供給量の減少に備え
ることもできないうえに、混合物の分散性及び安定性が悪化する傾向がある。また、含有
比率は２０／１以下が好ましく、１５／１以下がより好ましく、１０／１以下が更に好ま
しい。含有比率が２０／１を超えると、加硫戻りを充分に抑制できない傾向がある。
【００２５】
混合物中の亜鉛含有率は３質量％以上が好ましく、５質量％以上がより好ましい。混合物
中の亜鉛含有率が３質量％未満では、加硫戻りを充分に抑制できない傾向がある。また、
混合物中の亜鉛含有率は３０質量％以下が好ましく、２５質量％以下がより好ましい。混
合物中の亜鉛含有率が３０質量％を超えると、加工性が低下する傾向があるとともに、コ
ストが不必要に上昇する。
【００２６】
混合物の含有量は、ゴム成分１００質量部に対して、好ましくは１質量部以上、より好ま
しくは２質量部以上、更に好ましくは３質量部以上である。１質量部未満では、十分な耐
加硫戻り性を確保できず、転がり抵抗低減の改善効果等が得られにくくなる傾向がある。
当該混合物の含有量は、１０質量部以下、好ましくは８質量部以下、より好ましくは５質
量部以下である。１０質量部を超えると、粘度が不必要に下がって加工性が悪くなったり
、ブルームしたりするおそれがある。
【００２７】
本発明のゴム組成物には、ステアリン酸、パルミチン酸、ミリスチン酸、ラウリン酸、カ
プリル酸、オレイン酸、リノール酸などの脂肪酸を配合してもよく、なかでも、低コスト
であることからステアリン酸が好ましい。
【００２８】
上記ゴム組成物には、前記ゴム成分、脂肪族カルボン酸の亜鉛塩と芳香族カルボン酸の亜
鉛塩との混合物、脂肪酸の他に、従来ゴム工業で使用される配合剤、例えば、カーボンブ
ラック、シリカ等の充填剤、シランカップリング剤、オイル又は可塑剤、酸化防止剤、オ
ゾン劣化防止剤、老化防止剤、酸化亜鉛、過酸化物、硫黄、含硫黄化合物等の加硫剤、加
硫促進剤、加硫促進助剤等を含有してもよい。
【００２９】
本発明のゴム組成物において、使用できるカーボンブラックの例としては、ＨＡＦ、ＩＳ
ＡＦ、ＳＡＦなどが挙げられるが、特に限定されるものではない。
【００３０】
カーボンブラックとしては、平均粒子径が３１ｎｍ以下及び／又はＤＢＰ吸油量が１００
ｍｌ／１００ｇ以上のものが好ましい。粘度が低すぎると、未加硫ゴム組成物が取り扱い
にくくなる上、成形物同士が過粘着して成形性が悪化したり、作業性が損なわれたりする



(5) JP 5420882 B2 2014.2.19

10

20

30

40

50

が、前記特性を持つカーボンブラックを、脂肪族カルボン酸の亜鉛塩及び芳香族カルボン
酸の亜鉛塩の混合物とともに使用すると、未加硫ゴムの粘度を上昇させ、加工性を改善す
ることができる。また、このようなカーボンブラックを配合することによって、ブロック
剛性、耐偏摩耗性、耐摩耗性、破壊強度を確保することもできる。
【００３１】
カーボンブラックの平均粒子径が３１ｎｍを超えると、補強性が悪化する傾向がある。上
記平均粒子径は、より好ましくは２５ｎｍ以下、更に好ましくは２３ｎｍ以下である。ま
た、上記平均粒子径は、好ましくは１５ｎｍ以上、より好ましくは１９ｎｍ以上である。
１５ｎｍ未満であると、加工性が悪化し、分散が悪くなる上、コストも高くなる傾向があ
る。
本発明において平均粒子径は数平均粒子径であり、透過型電子顕微鏡により測定される。
【００３２】
カーボンブラックのＤＢＰ吸油量が１００ｍｌ／１００ｇ未満であると、ゴム組成物のｔ
ａｎδが高くなり、良好な低燃費性が得られなくなる傾向がある。上記ＤＢＰ吸油量は、
より好ましくは１１０ｍｌ／１００ｇ以上、更に好ましくは１２０ｍｌ／１００ｇ以上で
ある。また、上記ＤＢＰ吸油量は、好ましくは１６０ｍｌ／１００ｇ以下、より好ましく
は１５０ｍｌ／１００ｇ以下である。１６０ｍｌ／１００ｇを超えると、良好な破壊特性
が得られなくなる傾向がある。
【００３３】
カーボンブラックのチッ素吸着比表面積（Ｎ２ＳＡ）は、好ましくは５０ｍ２／ｇ以上、
より好ましくは１００ｍ２／ｇ以上である。５０ｍ２／ｇ未満であると、補強性が低下し
、破壊強度が悪化する傾向がある。また、カーボンブラックのＮ２ＳＡは、好ましくは２
００ｍ２／ｇ以下、より好ましくは１５０ｍ２／ｇ以下である。２００ｍ２／ｇを超える
と、加硫後のゴム組成物の低発熱性が劣り、低燃費性が悪化する傾向がある。
【００３４】
カーボンブラックの含有量は、ゴム成分１００質量部に対して１０質量部以上、好ましく
は２０質量部以上、より好ましくは２５質量部以上、最も好ましくは３０質量部以上であ
る。カーボンブラックの含有量が１０質量部未満では、補強性が不足し、必要なブロック
剛性、操縦安定性、耐偏摩耗性、破壊強度を確保しにくくなる傾向がある。また、上記カ
ーボンブラックの含有量は１００質量部以下、好ましくは８０質量部以下、より好ましく
は６０質量部以下である。カーボンブラックの含有量が１００質量部を超えると、加工性
が悪化したり、硬度が高くなりすぎる傾向がある。
【００３５】
本発明のゴム組成物は、一般的な方法で製造される。すなわち、バンバリーミキサーやニ
ーダー、オープンロールなどで前記各成分を混練りし、その後加硫する方法等により製造
できる。
【００３６】
本発明のインスレーション用ゴム組成物は、インナーライナーとカーカスとの間に設けら
れるインスレーションと呼ばれる部材に使用される。具体的には、特開２００８－１５０
５２３号公報の図１～２、特開２００７－２６９８７６号公報の図１、特開２００７－２
８４５３７号公報の図１～２に示されるインスレーション部に使用される。
【００３７】
本発明のタイヤは、上記ゴム組成物を用いて通常の方法で製造される。
すなわち、前記成分を配合したインスレーション用ゴム組成物については、未加硫の段階
でインスレーションの形状にあわせて押出し加工し、他のタイヤ部材とともに、タイヤ成
型機上にて通常の方法で成形することにより、未加硫タイヤを形成する。この未加硫タイ
ヤを加硫機中で加熱加圧することによりタイヤを得る。
【００３８】
本発明のインスレーション用ゴム組成物を用いて作製したインスレーションを有するタイ
ヤは、乗用車、ライトトラック、バン、トラック、バスに好適に使用される。
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【実施例】
【００３９】
実施例に基づいて、本発明を具体的に説明するが、本発明はこれらのみに限定されるもの
ではない。
【００４０】
以下、実施例及び比較例で使用した各種薬品について、まとめて説明する。
天然ゴム（ＮＲ）：ＲＳＳ♯３
スチレンブタジエンゴム（ＳＢＲ）：ＪＳＲ（株）製のＳＢＲ１５０２（スチレン含有量
：２３．５質量％）
カーボンブラック：三菱化学（株）製のダイヤブラックＮ２２０（Ｎ２ＳＡ：１１４ｍ２

／ｇ、平均粒子径：２０ｎｍ、ＤＢＰ吸油量：１１４ｍｌ／１００ｇ）
ステアリン酸：日本油脂（株）の桐
混合物（脂肪族カルボン酸の亜鉛塩及び芳香族カルボン酸の亜鉛塩の混合物）：ストラク
トール社製のアクチベーター７３Ａ（（ｉ）脂肪族カルボン酸亜鉛塩：やし油由来の脂肪
酸（炭素数：８～１２）の亜鉛塩、（ｉｉ）芳香族カルボン酸亜鉛塩：安息香酸亜鉛、含
有モル比率：１／１、亜鉛含有率：１７質量％）
酸化亜鉛：東邦亜鉛（株）の銀嶺Ｒ
硫黄：鶴見化学（株）製の硫黄
加硫促進剤：大内新興化学工業（株）製のノクセラーＮＳ（Ｎ－ｔ－ブチル－２－ベンゾ
チアジルスルフェンアミド）
【００４１】
実施例１～２及び比較例１～２
表１に示す配合内容に従い、１．７Ｌバンバリーミキサーを用いて、配合材料のうち、硫
黄及び加硫促進剤以外の材料を１５０℃の条件下で５分間混練りし、混練り物を得た。次
に、得られた混練り物に硫黄及び加硫促進剤を添加し、２軸オープンロールを用いて、８
０℃の条件下で５分間練り込み、未加硫ゴム組成物を得た。
得られた未加硫ゴム組成物をインスレーション形状に成形して、他のタイヤ部材と貼り合
せ、表１の加硫条件で加硫することにより、試験用タイヤ（タイヤサイズ：１１Ｒ２２．
５、重荷重用ラジアルタイヤ）を作製した。
【００４２】
得られた未加硫ゴム組成物、試験用タイヤ（加硫ゴム組成物）を使用して、下記の評価を
行った。それぞれの試験結果を表１に示す。
【００４３】
（リバージョン率）
キュラストメーターを用い、１７０℃における未加硫ゴム組成物の加硫曲線を測定した。
最大トルク上昇値（ＭＨ－ＭＬ）を１００として、加硫開始時点から１５分後のトルク上
昇値（Ｍ（１５分）－ＭＬ）を相対値で示し、相対値を１００から引いた値をリバージョ
ン率とした。リバージョン率が小さいほど、リバージョンが抑制され、良好であることを
示す。
【００４４】
（引張試験）
実施例１～２及び比較例１～２で作製した試験用タイヤのインスレーションからサンプル
を切り出し、破断強度（引張強さ）及び破断伸び（切断時伸び）をＪＩＳ　Ｋ６２５１－
１９９３に準拠して測定し、比較例１を１００として実施例１～２及び比較例２を下記式
で指数表示した。指数が大きいほど良好である。
（引張強さ及び伸びの指数）＝（各配合の引張強さ及び伸び）／（比較例１の引張強さ及
び伸び）×１００
【００４５】
（転がり抵抗）
転がり抵抗試験幾を用い、試験用タイヤを正規リム（２２．５×８．２５の１５°深底リ
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を測定し、比較例１のタイヤを１００とした時の指数（転がり抵抗指数）で表示した。数
値が大きいほど転がり抵抗が小さく良好である。
【００４６】
（粘度・加工性）
ＪＩＳ　Ｋ　６３００－１「未加硫ゴム－物理特性－第１部：ムーニー粘度計による粘度
及びスコーチタイムの求め方」に準じて、ムーニー粘度試験機を用いて、１分間の予熱に
よって熱せられた１３０℃の温度条件にて、小ローターを回転させ、４分間経過した時点
での未加硫ゴム組成物のムーニー粘度（ＭＬ１＋４／１３０℃）を測定した。なお、小数
点以下は、四捨五入した。ムーニー粘度に基づき加工性を評価し、３０以上５０未満のも
のを○、３０未満又は５０以上のものを×とした。
【００４７】
【表１】

【００４８】
表１において、脂肪族カルボン酸の亜鉛塩及び芳香族カルボン酸の亜鉛塩の混合物を用い
た実施例では、加硫戻りが抑制され、破壊強度も良好であった。更に、破壊強度を維持し
つつ、転がり抵抗性（低燃費性）も良好であった。また、未加硫ゴム組成物の加工性も優
れていた。一方、当該混合物を配合しなかった比較例１及び２では、耐加硫戻り性、破壊
強度、転がり抵抗性に劣っていた。



(8) JP 5420882 B2 2014.2.19

10

フロントページの続き

    審査官  井上　政志

(56)参考文献  特開２００５－２７２７１８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－３２１０４１（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｃ０８Ｋ３／００－１３／０８
              Ｃ０８Ｌ１／００－１０１／１４
              Ｂ６０Ｃ１／００－１９／１２


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

